

































































































































































































を （（ 泊 （（ 日に亘って行う長期キャンプに参加した小中学生 （（ 名に、キ


































ら「（000（ 円以上」までの 7 件法で選択させる質問では、解説板を見た人


































































































































































る意識変容を、活動前、活動後、終了後 （ 年後の （ 時点で比較した。意識
































加した小学 （ 年生から （ 年生の認識の変化を、「動物園にいる動物」とい
う刺激語に対して自由に記載を求めるという連想法を用いることで把握し
ようとした。体験前後を比較すると、「動物名」カテゴリーに含まれる動
物の種類が増加し、特に家畜や身の回りにいる動物、あまり知られていな
い動物名が体験後に多く想起された。また「飼育という仕事を見る視点」
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カテゴリーの反応語として「掃除」、「体調管理」などが増加し、飼育とい
う概念の深まりが見られた。これ以外にも「動物の命をかりてフクロウや
タカは生きている」といった動物同士の相互依存への言及や、動物の命を
守り、看取るという役割を担う動物園についての認識も生まれていた。た
だし種の保存や動物の生息地の環境問題についての理解までは見いだせな
かった。
　石川・小野塚・良波・奥井・得丸（（0（（）は、小学 （ 年生に実施された
豚の飼育から出荷、肉の試食までの動物飼育授業を通じての児童の心情を
（ 時点（飼育前、飼育中、出荷後）の作文の内容をテキストマイニング技
法を用いて分析した。そして単語間の関連を明らかにするためにクラスタ
ー分析を行って全体としての記述の特徴を明らかにし、（ 時点で比較して
いる。出荷後の作文では、食に対する意識を話し合いをとおして模索して
いる言葉のまとまりである「内面の向き合い」、食としての動物や畜農家
に対する感謝の言葉がまとまった「食への向き合い感」、自分の生活への
見つめ直しの言葉がまとまり、自分たちに何ができるかを多面的な視野か
ら考えていると推察される「生活の見つめ直し」といったクラスターが抽
出された。マイナスの感情で終わるのではなく、世界や社会のために何を
しなければならないのかという記述が認められ、今後の課題や自分の意見
の明確化などの思考が育まれているとし、最終的に動物飼育が児童に与え
る教育効果は大きいと考察している。その一方で作文には最初から最後ま
で「不安感」も表れており、ケアの必要な活動であることも指摘された。
8．考察
　（ つの領域の活動や教育実践について、環境保護的な意識、知識、態度、
行動の形成への効果を検討した研究をレビューした。一般向けの自然体験
学習や野外実習の効果では小学生から成人に至る参加者が対象であった。
黒田他（（0（（）や松本他（（009）は大学生の参加者の自然保護活動への興
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味・関心を高め、その後の同様の活動への参加を促すことを明らかにして
いる。また布施（（0（（）は世代間倫理と自然の価値に関する意識変容とい
う明確な目標に焦点化し、高校生に対する （ 年間の実践で効果を確認して
いる。澤田（（0（（）では屋上緑化のボランティアに参加した中学生の環境
配慮行動が増加することを確認できず、活動の中で意欲が低減した学生も
見られた。中川他（（00（）では、自然体験キャンプが小中学生の「自然へ
の関心」には影響したが、生きる力全般には影響を与えていなかった。
　町田佳世子ら（町田・河村，（0（（；町田他，（0（（）は、動物園の （ 日飼
育体験者が、飼育担当者のどのような発言と行動や様子が契機になって、
動物の生態および飼育担当者と動物の関係に対する認識を変容させていく
のかを、参加者への質問紙とインタビューの調査結果と飼育担当者の発話
記録から明らかにしている。谷（（0（（）は水族館のボランティア経験によ
って海の生物に対する興味や環境問題に対する関心が広がることを、アン
ケート調査と聞き取り調査により確認した。淺野他（（0（0）はエコツアー
の環境教育的効果を検討した研究として唯一取り上げたが、これも野鳥の
保全活動の支援として計画、実施されたものである。現実に観光として行
われているエコツアーの環境教育的効果については、ほとんど研究されて
いないのが現状と言えそうである。
　これらの研究では全体的に環境教育的効果を見いだしているが、参加者
が自発的に活動やプログラムに参加しているため、意識の高い人々が参加
しており、事後の結果についても参加者自身の元の意識や態度が反映され
ているという可能性を考慮して慎重に解釈すべきであろう。
　学校での環境教育プログラムや自然体験授業では、一定の効果を確認し
た研究（岩西・森永，（0（（；塩俵・安藤，（0（（；吉村他，（0（（）と限られ
た効果しか認められなかった研究（野沢他，（00（；望月，（0（（；大石他，
（0（7）が存在していた。（ 年間ほどの長期にわたるプログラム（望月，
（0（（；大石他，（0（7；吉村他，（0（（）と数日間の学習活動（岩西・森永，
（0（（；塩俵・安藤，（0（（；野沢他，（00（）が含まれていたが、実施した期
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間と効果は直接関連していないようであった。中川他（（00（）や野沢他
（（00（）が効果の検討に用いた「生きる力」のような包括的な指標では結
果は得られにくいとも考えられ、吉村他（（0（（）のように教育に用いた具
体的な自然の対象に近い意識や態度の変化から徐々に広げて確認すること
が、効果を検出するのに有効かもしれない。
　動物飼育では、家庭での飼育経験（濱野，（0（（；増田・土田，（00（）、
小学生を対象にした動物園の （ 日飼育体験（町田・河村，（0（（）、豚の飼
育から出荷、試食に至るまでの綿密に構成された動物飼育授業（石川他，
（0（（）が、動物に対する関心、動物間の関係性や食となる動物に対する認
識などに影響を与えることを支持していた。
　最後に自然環境における環境教育の効果を検討する際の今後の課題を述
べる。まず効果の持続性についての検討が必要であろう。効果測定の多く
は事前事後を比較する研究デザインを採用しているが、そこで得られた効
果がどれくらい持続するのかを確認するのは難しい。大石他（（0（7）は活
動終了 （ 年後の追跡調査によって、実際に活動後に元の水準に戻ってしま
う効果と維持される効果があることを明らかにしている。もし領域によっ
て持続性が異なるなら、その有り様を明らかにすることも有用な情報とな
る。また自然環境での体験や動物の飼育経験が及ぼす影響は、当事者が成
長し時間がたってから意味を持ってくることもあるかもしれない（石川他，
（0（（）。事前事後の変化の結果だけで効果について評価したり議論するこ
とは拙速かもしれないことも留意すべきであろう。
　これと関連して、効果を確認するための方法も考慮する余地がある。半
日から数日といった短い活動やプログラムでは、事前事後を同一の質問項
目で評定させるという方法は効果を検証するには敏感でなかったり、ある
いは要求特性による歪んだ回答が含まれてしまう恐れがある。短期の活動
では質問紙に自由記述を含めたり、インタビュー（町田・河村，（0（（）や
発話データ（町田他，（0（（）など質的なデータを併せて収集する方が有効
であろう。対象が成人ではなく子どもの場合には、作文で用いられる単語
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間の関係性の分析（石川他，（0（（）や連想法による反応語の想起率の分析
（町田・河村，（0（（）など変化を検出するための工夫がなされていた。今
後ともこのような方法の開発、改善を進めていく必要がある。
　最後に何を測定するかという問題に触れる。環境保護の知識や態度が必
ずしも行動に結びつかないことは当然のことと受け入れられている（諏方
他，（00（）。環境教育の効果を厳密に検討するなら行動を測定する必要が
ある。しかし先にも記したとおり、教育の対象となっている具体的事物へ
の意識、知識、態度は変化しやすく、把握しやすい。それに対してより一
般的な意識や態度の変化、さらには行動の変化は短期的には生じにくいた
め、検出することが難しいと予想される。このため効果を検討する内容に
ついて、環境教育の目的としている具体的な対象からより抽象的、一般的
な概念へと徐々に広げていくように質問内容を構成することが、どのレベ
ルまで変化しているかを把握するのに有効かもしれない。そのためには、
活動やプログラムにおける環境保護に関連した目標を段階的かつ明確に設
定しておく必要があると考えられる。
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